


































































































































































































































































、年（昭和） 20年 21年 22年 23年 24年 25年 26年 27年 28年 29年 30年 合計
記入回数 100 8３ 7５ 6０ 145 1４１ 162 170 157 179 183 1,455 
買物等訪問先と訪問回数
○地元ヴィラ 7１ 4９ 4８ 2８ 7９ 7１ 7８ 6９ 7２ 6３ 7７ 705 













□パラグアス･パウリスタ ’３１’ １ ４ ’’２一 １ ３ １６２ ４ １ １ １ １ 1７ １２ １ 
◇マリリア
◇トゥパン











パラナ州（種いも買い） ２ １ ３ 
サンパウロ市行 ２ １ ３ ２ ２ １ 1１ 
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が，もともと綿作という商品生産から始まったこの地域の僅家では，前記の資
料を見るとおり，ボン（パン）はもちろんのこと麦粉，フェイジョン豆の他，
日本的食料ということで米，素麺，小豆，その他味噌，醤油，味の素などの調
味料はもっぱら職人によっている。日本からの輸入品である味の素を除けば，
それらはすべて，サンパウロ州を中心とするブラジルの東南部・南部にローカ
ルな市場を形成している。生鮮野菜である大根・ふだん草・にんじん・なすび
等は生鮮性を必要とするが故に広い市場を形成しにくい。しかし，野菜を自家
栽培するには，土地利用の方法，労働の配分からして，りん酸肥料を多投する
綿作の単一栽培はなじまなかった。したがって，比較的市場の広い大根やにん
じんのような根菜類を購入によって入手していた。しかし，ジャガイモ（バ
タータ）を中心とする複合的栽培に転換するようになって，野菜は自家栽培で
賄うようになり，その結果，野菜種の購入が目立つようになったと考えられ
る。
全体としていえば，日常的食料や生活資材の購入は，地元のヴィラの商店を
特定化しながら，それとの関わりを一層強めている。他方，プレジデンテ・プ
ルデンテ市内のｂaｒやＳ､ｅＭ・の利用については商店の特定化が進んでいる。
それと同時に病院や薬局，歯科医，鍼灸，理髪といった緊急のまたは日常的
な，衛生・健康管理部門のサービスを都市に求める傾向が増大していることが
示されている。
（８）社会集団の特性（｢ミネのムラ」の人間関係）
－｢Ｙ日記」から読み取れる￣ミネのムラ＝の特性一
ブラジルにおけるＹの家族を支えた様々な人間関係は，Ｙ一家の生活の中
から歴史的に形成されたことはいうまでもない。
Ｙ一家のブラジル移住とその後のトレイルについては，すでに記述した）
が，それは経済活動を中心にしたものであった。そこで，経済活動のみなら
ず，それに社会的人間関係をつけ加えたＹの家族のライフヒストリーを再述す
る。
①「ミネのムラ」に定着までの人間関係
現在の戸主（ＹＳ）は，明治4４（1911）年，ＹＫの長男として福岡県浮羽郡
Ｔ村に生まれた。昭和４（1929）年，１８才の時，父ＹＫ，母ＹＭに伴われ
＝毎F￣
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て，兄弟２人（ＹＴ，ＹＫ）姉妹２人（ＹＡ，ＹＦ）と共にブラジルに渡った。
渡伯後すぐに，パウリスタ線ピラチニンガPiratiningaに近い，ブラジル
人所有のヴィアド耕地FazendaViadoにコーヒーの樹の監理をする１年契約
のコロノとして入植した。このヴィアード耕地には，1910年の第２回日本移
民（旅順丸移民）の際，福岡県出身者12家族，４４人が集団的にコロノとして
入植した耕地であり，Ｙ一家がこの耕地に入植したのは，出身村の人間関係
によったことはいうまでもない。一家は，親子で6,000本のコーヒー樹の監理
を請け負った。
昭和５（1930）年，Ｙ一家は奥ソロカパナ線のマルチノポリスMartinopo‐
lｉｓに新しく土地を購入した先行移民の知人（ＩＴ）の耕地に移り，４年契約の
コーヒー樹のフオルマドールとして入植し，4,000本のコーヒー樹の新植を請
け負った。その間，樹と樹との間の空閑地に作付けをする権利（間作権com‐
planta）を得て，フェイジョン，ミーリョ（とうもろこし）を１列当たり２～
3筋播き，その収穫も収入となった。
契約を終え，昭和８（1933）年に，二人の先行日本移民（ＫＩとＫＮ）が経
営するのコーヒー耕地に２年間勤めたが，コーヒーの価格は下落する一方で
あったので，コーヒー耕地の労働に見切りをつけ，1935年に，同じ奥ソロカ
バナ線のアニューマスAnhumasの街から７ｋｍのところに耕地を購入し，
自作農として入植した。この耕地は，コーヒー園15アルケイレ，パスト（牧
地）３アルケイレ，その他２アルケイレ，総計２０アルケイレ（約48ヘクター
ル）で，コーヒー園には，霜でやられて枯れかけた４年もののコーヒー樹
13,000本が植わっていた。購入価格は５コントであった。
この土地の購入資金５コントは，昭和1０（1935）年６月，６．３コントを先行
の日本移民者で綿花の現地仲買を営む小商人になっていたＳＹから２年契約月
利１歩５厘の単利で借入して，その中から調達した。月利１歩５厘の単利はこ
の地域で特に高いものではなかった。移住してからの日も浅く，ブラジル社会
でまだ十分な信用を獲得していないＹ一家にとっては，このような資金供与
は天恵にも等しいものであったが，ＳＹにとっては自己の集荷圏内に生産者を
確保しておくことは必要であったので，この資金の調達は必ずしも恩恵による
便宜の供与というものではなかった。
この頃はコーヒーの価格が悪く，綿花の価格が最も良い時であった。主作は
綿作とし，綿作を８アルケイレずつ12年間連作し続け，その結果，土地が痩せ
～ 
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た．
土地購入の借金は，まず２年後に利息２．２３コント余を支払った。しかし元
金の返済までには至らず，元金の返済を１年間延長した。この時，また他の先
行の[|本人移住者のＳＩより２コントの借入をした。その際，同じく先行の日
本人移住者Ｈａに借入金の一部の保証人となってもらっている。投機的性格が
強い綿花の商品生産者の借入金の裏響きをするということは，強い信頼関係を
必要とするが，Ｈａは特に同郷といった関係にはなかった。Ｙ一家は，その信
頼に応えて，それらの借入金を昭和1４（1939）年までに支払い終え，完全に
自作農化した2〕・
第二次世界大戦の勃発でハッカ景気が始まり，ハッカの価格が暴騰したの
で，Ｙ一家も昭和1７（1942）年からハッカの栽培に手をつけ，翌1943年には
自己資金でハッカの蒸留装置まで設備した。価格は，低い時で１キロ当たり
250ミルレイス，高いときで400ミルレイスになった。ハッカの生産Ｂｉはアル
ケイレ当たり２００ｋｇであったから，アルケイレ当たりの粗収入は，５０～８０コ
ントにもなった。ハッカの生産に対しては，ブラジル銀行BancodoBrasil
が高額の融資をして景気を煽ることになったが，３年目の昭和1９（1944）年に
価格は１キロ当たり８０ミルレイスにまで大暴落した。銀行から借金をして
やった者は借金を残して困った者が多かったが，Ｙ一家は自己資金で賄える
ほどの規模でやっていたので，打盤は少なかった。
この間，昭和１７（1942）年に，長男であった現在の戸主ＹＳは，アニュー
マス在住の先行移住者で，日本での出身地が同じ福岡県浮羽郡で，ほぼ同郷の
Ｋ村出身の家族ＭＣの息女Ｆ子と結婚し，ＹＳは３１歳で一家をなし，独立の
道に進んだ。この時，Ｍ家との間に親族関係が成立した。
アニューマスのｔ地がやせたので，ＹＳは，昭和２２（1947）年，新しい土地
を求めて「ミネのムラ」にやってきた。昭和２３（1948）年，「ミネのムラ」で
スペイン人から土地９アルケイレを総計９５コントで人手する契約が成立し
た。その年，前住地のアニューマスの土地の売買契約が，別のスペイン系ブラ
ジル人との間に成立し，その販売代金４５コントを人手した。このアニューマ
スの土地の販売代金を，諸雑費を含めた「ミネのムラ」の土地購入費100コン
ト余の支払いの部に〕Liて，翌昭和２４（1949）年までに，土地代金の支払い
を完了した。父のもとに家族の一員としてブラジルに移住してきた長男のＹＳ
は，３８歳でここで完全に独立を遂げた。
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そして昭和2３（1948）年には，弟のＹＴも「ミネのムラ」に来往し，父は
第一線から引退した。
昭和2５（1950）年には，その弟（1921年生）も，シンコミルアルケイレに
在住していた同郷の福岡県浮羽郡Ｔ村出身のＳＹ家の息女Ｙ子と結婚し，独
立した。
「ミネのムラ」では，２年目まで綿を栽培したが，３年目からは投機的な綿の
単作をやめて，バタータbatata（じゃがいも）とアメンドインamendoin(落
花生）を主作物とし，それに飼料用のとうもろこしとパスト（牧草地）を組み
合わせて，より土地利用度の高い複合経営を始めた。
自作農化への道を進むにあたって，当時の薄荷，綿花，落花生等の価格の好
調に支えられたとはいえ，資金の調達を完全に計画的な自己資金によっている
点は注目に値いする。ただし，土地売買の手続きなどの便益は独力で行うこと
なく，日系のＨＤ土地登記事務所に負っている。移民社会においては，ホス
ト社会に対する言語的制約が働き，また初めは十分な信用もなく，銀行のよう
な公的機関からの資金を確保することも困難であるため，社会経済的上昇や独
立の過程にあっては，まず日本人集団内部で，信用や資金や社会的相互扶助の
関係を取り結ぶのは普通のことであろう。したがって，この際，土地登記の事
務を日系の土地登記事務所に依頼したのは当然のことであった。
1）「｢Ｙ日記」から見たサンパウロ州の日系農業小生産者の生産と生活(1)」『法政大
学教養部紀要』第79号，1991.2,ｐｐ､7-10.
2）「｢Ｙ日記」から見たサンパウロ州の日系農業小生産者の生産と生活(2)」「法政大
学教養部紀要』第83号，1992.2,pp5-6．
②「ミネのムラ」での初期の社会的相互扶助関係
海外への移住先の生活で，大きい困難の一つが家族の病気である。それ自体
が家族にとっての不幸であるだけでなく，家族労働に依拠する割合の高い独立
自営農民にとっては，家族労働力の欠落と経済的負担の増大という二重の意味
で大事件となる。それが経済的独立といった上昇期に起こったとしても，その
家計や経営に及ぼす影響は計り知れない。
一見，順風満帆に見えるＹ一家の場合でも，「Ｙ日記」の記録によると，幾
度かの危機があったことが分かる。
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次のような記録がある。
昭和２１（1946）年５月４日
母Ｍの病気の入費プルデンテ医者呼ぶ
－．金参百五拾粁レス也トモベ（引用者註：アウトモーベル＝自動
車）代払い
－．金百拾肝レス也母薬代払い
昭和２１（1946）年９月２０日
母Ｍ・弟Ｋプルデンテ医者行き
一．金壱コント五百粁レス也弟Ｋ相渡し
－．金五百肝レス也母相渡し
内金壱コント肝レス也同月２３日弟Ｋより父受取り
昭和２１（1946）年１１月２８日
この記録には，「妻Ｆ子病気に付き御見舞い」として，その後にＫＧ
ＳＴ他21名の名前が連記されている。この23名のＹとの社会的関係につい
ては，後に述べる。記録を続けよう。
昭和２１（1946）年１２月１４日
妻Ｆ子病気に付きサンパウロ市行き
Ｆ子の父より借用
一．金五コント肝レス也Ｓ夫受取
昭和２１（1946）年12月２５日
アニューマス伯父ＴＹ氏より借用主
－．Ｆ子病気時サンパウロ市病院行き
－．金弐コント肝レス也前分
一・金弐コント肝レス也後分
合計一．金四コント肝レス也
二回目一．金六コント肝レス也
外に一．金壱コント肝レス也
Ｋ
夫
Ｋ
夫
Ｋ
夫
Ｋ
父
Ｓ
弟
Ｔ
父
Ｓ
父
受取
受取
借用
受取サンパウロ市行き
受取
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合:十 金拾壱コント肝レス也借11］
昭和2２（1947）年２月１１１=｜
Ｆ子の父Ｍ氏より借Ⅲ
－．金五コント肝レス也
Ｆ子の母Ｙ子様よりＳ夫へサンパウロ送金
昭和2２（1947）年４月１８日
２回目Ｓ夫行き
－．金弐コント肝レス也Ｓ夫借用
昭和2３（1948）年９月１０日
妻Ｆ子病気
一回目一．金壱コント七百五十粁レス也Ｓ夫相渡し
二回目一．金壱コント六百五十肝レス也Ｓ夫相渡し
三回目一．金壱コント二百五十粁レス也Ｓ夫相渡し
腫物手術サンパウロ市行きＦ了の父見舞い
一．金弐コント|汗レス也Ｆ子相渡し
－．金三百肝レス也その外Ｆ子の父見舞い金
昭和2３（1948）年
この年からは，同年６月の記録にあるように，これらの借入金は返済され
出している。
昭和2３（1948）年６月下記借用金全部支払い済
一・金六コント肝レス也Ｆ子の父よりの借用金全部支払い
－．金七コント五百粁レス也プルデンテ市ＨＧ氏より借用金
一．金弐コント肝レス也ＩＩＴ氏より借用金
一．金壱コント肝レス也ＳＭ氏より借用金
昭和2３（1948）年12月１５日
その外正月１０日
金壱コント肝レス也ＳＭより父借用
金五百粁レス也
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計 金壱コントf五百粁レス也借用
金壱コント肝レス也ＮＪより借用
昭和２４（1949）年８月２８日支払い
昭和２６（1951）年になって，妻が病気でサンパウロの病院に入院した際
に，昭和２１（1946）年１２月２５日付でアニューマス在住の伯父ＴＹ氏より借
入した高額の借入金の返済を終えている。その記録は次のとおりである。
昭和2６（1951）年７月の記録
昭和２２（1947）年７月２８日
一・金五コント肝レス也
昭和2３（1948）年８１１１４日
一・金五コント肝レス也
昭和２５（1950）年８月１４日
－．金参コント肝レス也
昭和2６（1951）年７月１３日
一・金参コント肝レス也
合計一．金拾壱コント肝レス也
その他一．金壱コント肝レス也
伯父ＴＴに相渡し
父よりＴＴに返済相渡し
Ｔ夫よりＴＴに返済相渡し
父より伯父ＴＹに相渡し
全部支払い済
利息として北パラナ行きＴＹ氏に峻
別相渡し
ところで，昭和２１（1946）年１１月２８日の「妻Ｆ子病気に付き御見舞い」
の記録に続いて連記された２３名について触れておこう。発起人の二人につい
ての関係は明らかではない。ＫＯ氏はプレジデンテ・プルデンテ市在住，ＳＴ
氏はランシャリアに在住とだけ知れているが，親族に当たるのか，友人である
のかが不明である。ただし，ＫＯ姓の人は，２３名中４名いる。アニューマス
在住のＭＲ氏はＦ子の兄である。同じアニューマス在住のＴＹ氏とＴＴ氏は
伯父に当たり，人院に当たって多額の金を融通くれた人物であることは，上記
のとおりである。プレジデンテ・プルデンテ市とマルチノポリスの２名のＮＧ
氏も叔父に当たる。３名の１Ｍ氏は，Ｙがマルチノポリスで就業していた時の
耕主の一族である。残る１０名のうち，ＴＦ氏は前出のプルデンテ市内の旅館
主であり，ＹＳ氏は市内のＳｅＭ・の店主であり，ＵＤ氏は薬局店主である。
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他の７名中，２人のＡＮ氏は周辺のヴィラの一つであるレポージョの住人であ
ることが知れるが，残る５名は不明である。
しかし，ここで明記してもよいことは，家族の社会的困難や危機に際して，
ホスト社会の福祉や扶助に期待できない日本人移民集団で，相互扶助を支える
のはまずは親族の関係であることが明らかになっていることである。さらに付
け加えれば，先行移民のうち，日本人社会のネットワークを取り結ぶと考えら
れる旅館主・商店主が，さらに，ブラジルでいうところの苦楽を共にしたア
ミーゴ（友人）がこれらに加わるでろう。
ここで論ずる点とは直接関わりのないことではあるが，異国に住む移民の心
情を表すものなのか，はたまた，穏やかで豊かな感性を持ったＹの人柄を坊
佛とさせる記録が，この困難期に残されているので，ここに記しておく。
昭和二十二年五月二十日午前九時二十分
世界日食
始めが午前九時十分より二十五分頃は前よりも全分ﾏﾏ消え回りばかりの
光線なり
皆既日食はブラジル（ミナス）が元と云うこと
(以下次号）
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